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で 識別 する こと が で きる 。. 

(1) 頭 部 が 著しく 小さ いと と (オオ ミズ アオ で は 頭 幅 約 7 mm で か な り 大 きい ). 

(2) 前 頭 お よび 副 前 頭 が 縦 に 長い こと (オオ ミズ アオ で は 前 頭 は 幅 よ り も や や 低く , gUDUSHERARVIGEL S E 

し 頂部 に 作る 角 が 鈍 角 を な す ). 

(3) 個体 変異 の 点 が 不詳 で ある が 今回 の 材料 に お いて は , MRI BBB Ve, 

4) 同じ く 今 回 の 材料 に お いて は 。 肝 上 板 の 斑紋 が 図 の 如く 異な る こと . 

習性 ・ 発 生 経過 

野外 で の 食 草 は まだ 観察 され て いな い . 飼育 に あたっ て は ハン ノ キ を 使用 し た が 完全 に 発育 し た . 印度 で は ド 
クウ ツ ギ ・ ヒ メシ ャ ク ナ ゲ ・ フ ョ ウ の 各 属 ・ ヤ ナギ ・ サ クラ ・ ク ルミ な ど 各 種 の 植物 に つく と いう の で , 日 本 で 
も か な り の 多 食 性 で は な いか と 想像 され る . オオ ミズ アオ の 食 草 と し て 従来 カテ デ ・ サ クラ ・ ウ メ ・ ア ンズ ・ ナ 
ジ ・ リ ン ゴ ・ ハ ン ノ キ ・ カ バ ベ ノ キ ・ ザ クロ ・ プ セ ビ ・ ク リ ・ コ ナラ な ど が 記録 さき れ て いる が ,。 と の 中 に は オナ ガ 
ミズ アオ の 幼虫 で 観察 され た も の も 含ま れ て いる か も し れ な い . 著者 が オオ ミズ アオ を 採集 し た の は カエ デ で 
る . 

発生 回 数 は 北海 道 で は 1 回 (6 一 7 月), 関東 一 近畿 で は 2 回 (4 一 5 月 ・8 月 ) で ある が , 南方 地域 で は 3 
回 ある い は それ 以上 で あろ う . 飼育 記録 は 産卵 28 一 VIII, WE 3—IX, 2 令 9 —, 3 令 13 一 4 令 18 一 , 54 
23—, 1HE30—IX, 羽化 1 627—X, ] @ 5—XI (池田 市 , 1960). Z — iC ERBB L7z38 328 2 (LO LO CHA 
う . し た が っ て 通常 の 経過 で は 映 で その まま 越 年 する も の と 思っ て いた が , 居室 内 に 置い て いた と ころ 上 記 の よ 
うに 第 3 化 が 出現 し た . 雄 変 尾 器 は 確実 に オナ ガミ ズ ア オ の 特徴 を 示し て いる . 南 お よび 遇 の 形態 は オオ ミズ アテ 
オ と 全く 同様 で ある . 
[付記 〕 日 本 幼虫 図鑑 に 河田 (1959) に よっ て 発表 きれ て いる オオ ミズ アオ 幼虫 は , 癒 起 の 記載 の 一 部 に ミス 
が ある が , 確実 な オオ ミズ アオ で ある 。. 
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An unrecorded and some aberrant butterflies from Formosa 


By Sgu_rirri MURAYAMA 


以下 私 は 主として 陳 維 氏 提供 の 模 本 に 基づき 。 公 浴 産 の 1 末 記 録 種 と 14 の 新 暴 常 型 及び 婚 知 の 2 異常 理 を 記 
WL, 併せ て 日 本 産 の 1 新 異 常 型 を 発表 する . ここ に , 陳 維 寿 氏 始 め 日 本 産 標本 を 提供 され た 避 阪 道 座 氏 , 比較 
材料 と し て 標本 また は 文献 を 貸与 され た 下野 谷 豊 一 氏 , 小林 桂 助 氏 , 吉田 真 日 出 氏 に 対し 護 ん で 御礼 中 上 げ る . 
以下 特記 し な い 標 本 は すべ て 著者 の 所 蔵 品 で ある . 
Papilio paris hermosanus REBEL ab, divinitus nov. (fig. 1 & 11) ルリ モン アゲ へ へ 異常 型 

Type 18 Poli? 採集 年 月 不明 Length of forewing 50mm. 表面 後 頑 第 1, 2, 3 各 室 の 青 緑 紋 は 正常 型 
より 背 高 く 芋 黄色 味 を 加え る . 第 5 室 の 青 緑 紋 は 内 方 に の び て 中 室 端 に も 同色 の 班 紋 を あら わす , 第 5, 6 各 室 
の 青 緑 才 は 正常 型 程 外線 に 延び な い , 第 7 室 に も 明瞭 で 箱 々 大 きい 青 緑 紋 を あら わす , RMR OTK B K 
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列 は 店 広く な り , Ae SR ICR 
どら れ た 太い 赤色 淀 を 形成 し 美 ミ 
で ある . 表面 に お ける 以上 の よう 
な 斑紋 配置 の 状態 は か っ て 私 が 発 
GR M 
inaequalis に 似 て お り , タイ ワ 
ン モ ン キ アゲ へ の 配列 状態 に 近い 
も の で ある . 


Papilio paris hermosanus 





REBEL ab. subdivinitus 

nov. (fig. 27) ルリ モン ジア 

Ip os Be i BS 

Type 19 Poli, 17. Aug. 
1956 Length of forewing 
43mm 表面 は 正常 型 同様 で 裏面 の 
み 上 記 divinitus と 同様 に な っ た 
HO, Jk vk 一 剛 鮮 明 で zd 
CE ori o — 7 mm. EREL 
NU DUE ROM 
RAED Ko TIRE DND, 
Paratype ( 陳 氏 所 蔵 )}6 Mt, 
Sylvia, 13, Jun. 1959, miu 
同様 , この ほか 正常 型 と 本 異常 型 
& Df AY OAL O Tat ic 2-398 
あり , EM. do doxv vss We 
考え られ る . 


Catopsilia pomona 














FABRICIUS ab. emblematis 
nov. (fig 10 & 12) ギン 
モン ウス キチ ョ ツウ 異常 型 
Type 1? Poli, May 1960, 
Tene of forcing Siem, MARE, 5, 6, TEORIENE mation x DAB, Pik 
d 人 色 に 拡大 し , 第 8 室 も 基部 近く まで 黒 鱗 を 散布 する , 中 室 端 黒点 の 周囲 に も 黒 鱗 が 多 
v. 裏面 前 後 燃 と も 中 室 端 の 小形 な 紋 を 中 心 に と 替 の 中 央 に 黒褐色 の 大 形 な 斑 級 が 拡がる . 
Hebomoia glaucippe formosana FRUHSTORFER ab. dorotheae NAKAHARA ツマ ベニ チョ ツウ 異常 型 
1 8 Yanming, Taipei, 6. July 1956, Length of forewing 47mm. 村山 所 蔵 本 異常 型 は 1935 年 中 原 捕 
+: C Zephyrus, 6 (1) : 20, tab.3) の 発表 後 第 2 頭目 の 記録 . 他 に 下野 谷 氏 所 蔵 の 1 2:325 5. 
Cepora nadina eunama FRUHSTORFER ab. discoloris nov. (fig.9) ウス ムラ サキ シビ ドロ チ ョ ツウ 暴 常 弄 
Type 16 Poli Spring, 1960. Length of forewing 32mm. KEI è bino EMTA TA E 
変じ RANA d c 分 は 淡 褐 黄色 に 変っ て いる . 斑紋 色素 の 不足 し た 型 と 考え られ , この 点 上 記 ツ マ で 
ニチ ョ ウ と 同系 統 の 異常 型 で ある , こう し た も の は ある い は 晴 型 に 属す る と みた 方 が 至 当 か も し れ な い . 
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Ixias pyrene insignis BUTLER 
ab, palida NIRE メス ジロ キ 
avida 
18 Poli, 7. May 1958, Length 
of forewing 28mm. 村山 所 蔵 本 異 
常 型 は 1917 年 仁礼 景 雄 氏 (動物 学 雑誌 29 
(343) :142—148) が 記載 し た も の で あ 
$33, ZOREN LTH MOT, 本 
個体 が 第 2 頭目 か と 思う . な お 序 年 ら ゃ 
tH CUM OD DEA 
oe d o T Eir ZJE LCV 5M 
が ある の で あわ せ て 記録 し て お く . 19 
Poli, June, 1960, Wuk 29mm. 
Euploea core garampiana ssp. 
nov. (fig.4) ガラ ン ピ マ ダラ 
( 新 亜 種 新 称 ) 
Type 19, July 1959, Garampi 














Fig. 1 & 11 Papilio paris hermosanus ab. divinitus ab. nov. & 
Fig. 2 Tirumala hamata septentrionis ab. seminocturalis ab. 


nov. ô 
Fig. 3 Euploea core godarti Lucas 9? (E. Manipur, India) (Southern part of Formosa), Length 
Fig. 4 Euploea core garampiana ssp. nov. 9 of forewing 37mm. 種 Core 


Fig. 5 Ypthima motschulskyi ab. yoshisakai ab. nov. 6 CRAMER は 台湾 か ら 未 記録 の も の で , 
Fig. 6 Ypihima multistriata ab. nov. 6 FC aH ae eS dos 
Fig. 7 & 14 Symbrenthia hippocius formosana ab. necopinatus ここ と に 合流 か ら の マダ ラ シ ロ チョ ツ 科 が 





ab. nov. 6 1 種 さ ら に ふえ る こと に な っ た . Core 
Fig. 8 & 13 Precis iphita ab. pullus ab.nov. 6 eave Pe wa ALEGEA ICIS < 4548 
Fig. 9 Cepora nadina eunama ab. discoloris ab. nov. 8 L, 2—30 亜 種 に 分 れる が , H4 


Fig. 10 & 12 Catopsilia pomona ab. emblematis ab.nov. 9 ‘ mi 
i 2 ? Reve A ・ メ ル グ イ 諸島 方 面 か らし ら 


れ た 各種 godarti 2 fe (SEITZ で は 独立 種 に し て ある ) に 最も 近い の で , これ と 比較 し な が ら 次 に 記載 する 
Godarti に 比 し て 知 に 小形 , 表面 前 超 頂 は godarti 9 で は 著しく 紫 白 色 と な る が , IMIS EAB L e. 
第 3, 10 各 室 の 中 室 ae uam i d iT 第 1, 2 各 室 で は 外縁 の 
小 白 紋 と 亜 外 繧 の 細長 い 白 絞 は 殆 ん ど 融 合 し て いる , 裏面 , 大 差 な い が , MAPENDO RAR godarti で は 
ABBE 728, 本 亜 種 は 微小 な 点 と な っ て 不明 瞭 。 また 亜 外縁 第 1, 2, 3 各 室 の 白 紋 も 極め て 小形 . 後部 の 白 紋 は 
総体 に godarti X V e UAE k l EET., タイ プ 以 外 の à 5 1 頭 は 陳 氏 が 外国 へ 送ら れ た 由 . 

Tirumala hamata septentrionis BUTLER ab. seminocturalis nov, (fg.2) コモ ン ア サギ マダ ラ 暴 常 型 
Type 18 Poli? May 1959, Length of forewing 48mm. 私 が さき に New Entomologist (7. (1): fg.7 
1958) に 発表 し た 本 種 の 全 黒 化 型 moctaralis (O(ESIOD Z SU UL, MREZNI, や や 斑 絞 が 小さ い 程 度 の 
OCHS. 中 原 氏 の 記載 され た ab. jacouleti, 1943 は 前 次 の み 黒 化し , 後 郊 は 斑紋 が 大 分 残っ て いる も の で 

本 異常 型 と し て は 反対 の 場合 で ある . 
Ypthima multistriata BUTLER ab, nov. (fig.6) タイ ワン ウラ ナミ ジャ ノ メ 異 常 型 
Type 18 Poli, 7. Apr. 1950, Length of forewing 19mm. WoO- T 左下 の 裏面 の み 異 常 を 星 する . 
ge deine cu: deu dI Pau TRCHSIÜBRIASE, ORBIT RR ILL VARA 
は 黄色 の 地 公 に 囲ま れ , ERAT A DR EO BARBIES ASE EIL, CVC IRD LC halt A Có BME 
味 あ る ウラ ナミ ジャ ノ メ の 異常 aot E 
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Ypthima motschulskyi BREMER et GREY ab. yoshisakai nov. (fig.5) 7729-3 Z7 A 
Type 13 20. Aug. 1960, Mikage-cho, Kobe. Length of forewing 18mm. 吉 阪 氏 採 集 村山 所 蔵 . 裏 
面前 後 次 と も 有 眼 状 紋 の 周 購 の 黄色 の 妃 状 斑 は 正常 型 で は その 外側 が 補色 に 縁取 られ て いる の に , 本 個体 で は その 
線 取 り が すべて 消失 し て し まっ て いる の で 一 種 異様 な 惑 を 与え る . 
Symbrenthia hippoclus formosana HHUESIOKEEE ab. necopinatus nov. (fig.7 & 14) A キミ スチ 異常 型 

















Type 18 Poli? 1939, Length of forewing 24mm, EMNENE C cSED Os. 第 5 SHIN, 
第 7 , 8 GATT ORUA LWA, WRI LCD L IC ONIS O CO3EREE, 第 1, 2 各 室 の 絞 も 小 
de ATRL, REAROD C ER S. SUI ULo Gig x DMI TES 2 ROW 





























色 線 は 消失 , 第 1, 2 各 空 基部 の 紋 , 横 脈 に 接し た 斑紋 な どす べべ て 消失 し , cd$Yv5WCBIEÉERSSBELTES. 後 
PASE ABUL < ARK 0 fI ICGE S 2 条 の 褐色 線 は 消失 , CO fli eer IC do RETE DER OIA, 基部 に 暗 褐色 の 


























不正 形 な 犬 斑 と 第 4。 5, 6, TABOR ORARE AERD SOA, HIKER OB C a S8 D 
Vx t3 nec 
Precis iphita ERES ab. gynaiensis nov. (fig. 18 & 24) クロ タテ ハモ ドキ 異常 型 
Type 18 Gynai, 21. July 1959, Length of forewing 32mm. REHIA o 5r rx OW» ol to 
dir VSM CASA 7D, BAROIAK AS BM ORO RE OD ABER, IRORI] 
は 消失 する . 


Precis iphita CRAMER ab. pullus nov. (fg.8 &13) Z & RFE FER 








Type 13 Poli, Summer, 1959. Length of forewing 28mm. KMI HRI 2~ 3 mmo Che 
色 , その 内 側 に ae ain antes LT o びる が , 赤褐色 の 2 条 の 
帯 が その 中 央 に 認め られ る , 後 次 も 亜 外縁 に 不明 了 な 淡色 絞 列 が ある ほか , MOGLIE. 裏面 地 人 色 黄 灰 
色 と な り , WIE RECHT QS ALO 0, pon iu e T 
褐色 の 2 帯 が ある. 後 現 も 基部 近く は 時 褐色 の 雲 紋 状 と な り , COMM BARRIS pa), CAVE VAR 
状 紋 の 崩れ た も の と 思わ れる . HE RRA REIL CIS, 

Precis almana asterie LINNÉ ab. inauditus nov, (fg.15 & 21) タテ ハモ ドキ 異常 型 











Type 19 South Cape, 20. June 1959, Length of forewing 31mm. HRIH, WIERZE V 2 個 の 小形 の 
眼 状 絞 は 退化 し て 小黒 級 と な り , 7 BUG RAMIS AED AGA Kot, VAPSIDE 1 BE CHE 
OV 外縁 と の 間 の 地 色 は 暗色 味 加 わる , 後 赴 中 央 の 眼 状 紋 は 中 心 の 2 個 の 白 点 が 消え , 小形 な 2 個 の 複合 円 絞 と 
な る , 正常 弄 で は 外縁 の 志 色 線 の 内 側 に さら に 暗黒 色 の 一 淀 が ある が , この 尋常 型 で は それ が 内 方 へ より , ジグ 
FIRAR DARRIGNHEO CWS, 裏面 前 次 頂 近く の 2 個 の 小 眼 状 紋 は 消失 し , 後 超 大 形 の 2 眼 状 紋 は 小形 
の 2 円 環 灯 と な り , 小形 の 眼 状 紋 も 極め て 小さ い 円 環 紋 と な る . ni ex EA RON CREDA k o TIS 
ザ グ 状 に な る . 

Precis almana asterie LINNE ab. fluentis nov. (fig. 16 & 22) タテ ハモ ドキ 異常 型 

Type 18 Gynai, 16. July 1956, Length of forewing 28mm. 表面 前 次 の 棒 色 の 部 分 拡大 し 。 282380 
眼 状 紋 消 失 し て 痕 近 だ け に な る . 中 室 の 2 個 の 黒 環 紋 の 外側 。 玩 頂 と の 間 に あ る 前 線 近 く の 黒 色 紋 や 有 眼 状 紋 は 消 
R, IERO Cty SIE < o TRH, FRIST IE US. 次 の 異常 型 に 似る が , 中 央 の 有 眼 状 紋 の 輪 席 は 割合 完全 
U 室外 縁 近 くに ゃ 小形 の 眼 状 紋 を の こす , BEATA MA TEI NEO REHAR, WET Y RAR S 
THA, 第 2 室 の 眼 状 絞 は 細い 黒 線 の 円 環 (中 央 は 小さ い 白 点 ) と な る . 後 現 も 外縁 亜 外縁 消失 , 中 央 大 形 の 眼 状 
i NOS 2 室 の 小形 の 眼 状 紋 は 細い 星 線 の 円 環 と な り , 中 央 に 白 点 が ある . 

Precis almana asterie LINNÉ ab. liguefactus nov, (fig.17 & 23) タテ ハモ ドキ 異常 型 


チミ Hm 





















































Type 18 Poli, 8. in 1956. Length of forewing 27mm, imn «lm UMEN E TEN 
AARE, 中 室 基部 に 小形 の 概 色 紋 が ある , 第 1b, 2, 3, 4d sIXIHURBIOZP LEE, 第 2 EDIRIK 
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inauditus ab. nov. 


15 & 21 Precis almana asterie ab. 





Fig. 
Q 
Fig. 16 & 22 Precis almana asterie ab. fluentis ab. nov. 3 
Fig. 17 & 23 Precis almana asterie ab. liquefactus ab. 8 
Fig. 18 & 24 Precis iphita ab. gynaiensis ab. nov. 6 
Fig. 19 & 25 Sephisa chandra androdamas ab. scurrae ab. 
nov. 36 
Fig. 20 & 26 Euthalia formosana ab. nugatoris ab. nov. 9 
Fig. 27 Papilio paris hermosanus ab. subdivinitus ab. nov. 
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は 中 央 に 白 点 の ある RHEU Pde. 
色 , 眼 状 紋 は 外側 の 円 環 線 消え て 不 9 
中 室 及び 第 4, 5 各 室 の 内 側 半 分 は 
ん ど 消 えて 中 央 白く , PIT AR BRO! 





い 黒 線 が ある 程度 , 中 央 に 不明 際 な 





の 典 常 弄 2 種 5 型 を 記載 し た が 陳 
HY, 何れ も 従来 記録 され ん た こと の な い 型 で ある . これ ら 
Sephisa chandra androdamas FRUHSTORFER ab. 





SA 03 d» Sx 2» 








Brat SPV LIES. 






































2290 — AICI £6 8 75 0, 
MALTA, 第 2 室 の 小 眼 状 紋 は 消失 , SETA 
HERE, 但し 中 室 基 部 及 


MN RO 


び 中 央 に 2 {AO ti 


後 翔 も 中 央 の 有限 状 紋 は 小形 な 白 点 
LER I AS ERU] ZEE Cg 


(ti almana | NE 3 例 , 


は 紙 幅 の 関係 も る ある 


SRR TDA HRO 1 s 


A (edis db 





yi i55 


る の み . 


s 
線 な くぅ 


aib, 2, 


OW V GS pc 
3 各 室 の 基部 , 


D, 第 2 OUR IK MILI 


Wü lemonias 
る の で 他 日 pine o 
scurrae nov. (fig. 19 & 25) Xx c X 7 HEN 


と AVI il ER OO S 
以上 私 は Precis |x 





- 1 fl RR AS 
る あいだ で の る 。 














Type 15, Mt. Morrison, 3. June, 1959, Length of forewing 36mm. 写 克 は 地 か 露出 が すぎ 思 く な つ 
た の で 記載 を 充分 参照 せら れ た い , 前 麹 表 面 赤 絞 の 外 聞 の 白色 紋 列 は 消失 し , 第 3, 4, 5 各 室 の み 小 形 の 斑紋 
を の と す , ATAU < 3 個 の 不鮮明 な 淡白 絞 は 消失 , AROR CRIOST RROKULL, 第 4 
5, 6 各 室 の 絞 は 中 央 の 赤 絞 と 融合 し , 第 7 BRIA, 中 宝 の 赤 絞 中 の 暑 班 は 大 形 と な る , 裏面 前 炊 中 室 基部 
に 近い 白 紋 は 消失 , 中 央 の 赤 紋 は 和 精々 小さ く , その 外側 の 3 fonte. その 聞 に 点 在 する 理 白 色 絞 は 小形 
と な る 。 後半 軸 外 続 の 赤 紋 列 は 外側 に お いて 退化 し , 内 側 は 延び て その 先端 は 中 央 の 赤 紋 に 融合 し, ある い は 非 
ICE 623, 中 央 の e SRL, PHEORMSBADS20ICGPRUNG ERS, IRIE 
ERIK < A 5, ARABIC vio NS dx IBAS これ を 要する に 本 異常 型 は 工 紋 の 退化 と 融合 が 重なり 


合っ た も の で ある . 


Euthalia formosana FRUHSTORFER ab. nugatoris nov, (fg.20 & 26) X 
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Type 19. Poli? Summer, 1959, 表面 前 麹 ( 外 半 は 破損 ) PRO pee EN ELA ooi T VE 
全く 消失 , TOD lR Ei 
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3 各 室 に の こり , KADAI, 5 各 室 に 


MIRAGE ERO, «ou ens 日 し 麹 脈 が 横切る 部 分 
の 間 は 漠 化 し て いる , 外 痛 に 近い 喧 虹 色 紋 列 は 消失 する , な お 本 異常 型 は も う 一 
手許 に 所 蔵 さ きれ て お り , これ を Paratype と する が 詳細 は 他 日 に ゆめ づり た い . 


In the present paper, an unrecorded species, 
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基部 に 近い 2~3 の 円 環 
全 な 標本 が 下野 谷 豊 一 氏 の 


fourteen new aberrant forms, 








two known 


aberrant forms of Formosan butterflies, and a new aberrant form of Japanese one are described. 


Almost materials from Formosa collected by Mr. 


All specimens described in this paper except for subdivinitus (Type) in author’s coll. 


Euploea core garampiana ssp, nov, 


W.S. CHUNG, to which I am very indebted. 


? The species E. core is newly recorded from Formosa. 


Very closely allied to core godarti Lucas, but differs from it in the following characters; Size 


very smaller. Upperside, apex of forewing is not so purplish white as in godarti, 


white slender markings in marginal, 


fuse in interspaces 1 & 2, 


two lines of 


submarginal areas of hindwing very developed,so these lines 


Papilio paris hermosanus ab. divinitus nov. & Upperside, the blue green markings in interspaces 


1,2,3 of forewing taller, with yellowish tone. 


marking. The marking in interspace 7 very distinct. 


markings in hindwing well develop into the wide beautiful band, 


scales. 


At the end of discoidal cell appear blue green 


Underside, the line of purplish red crescent 


NII- 


inside being edged by purplish 





Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


1960) TYÖ TO GA ( 60 ) 








Papilio paris hermosanus ab. subdivinitus nov. 2 Upperside normal, but aberrant in underside 
as divinitus. 

Cepora pomona ab. emblematis nov. The small marks in interspaces 4,5,6,7 of forewing on 
upperside spread towards the base. Round the black spot at the end of discoidal cell, the black 
scales scatter. Underside, the small spots at the end of discoidal cells in both wings surrounded 
by large fuscus areas. 

Hebomoia glaucipp2 formosana ab. dorotheae NAKAHARA. 6 

Ixias pyrene insignis ab. pallida NiRE. 3 
Hitherto, above-mentioned two aberrant forms have been known in science, except for the type 
specimens. So in this time, the second examples are given. Both in author's collection. 

Cepora nadina eunama ab. discoloris nov. 6 All black markings of both wings on upperside 
fade into light brown. Also greyish dark areas on underside change to light brown. 

Tirumala hamata septentrionis ab. seminocturalis nov. & This is melanic form, only in hindwing 
as compared with the all nigrescent form nocturalis MURAYAMA. (New Ent. 7, 1958) 

Ypthima multistriata ab. nov. 6 Only the right wing on underside is abnormal. The ground 
colour in area from base to submargin almost yellowish grey, so waving markings disappeared. In 
connection with the aberrant Ypthima, I report here a new aberrant Ypthima from Japan, (Hyogo, 
Mikage, Honshu, Mr. YosHISAKA leg., in author's collection.) as follows; 

Ypthima motschulskyi ab. yoshisakai nov. 5 Underside of both wings, greyish brown margin 
outside of yellow ring around each eye spot vanishes. 

Symbrenthia hippoclus formosana ab. necopinatus nov. 8$ Upperside, almost reddish markings 
on hindwing evanish. Underside, the transversing reddish brown lines of both wings lost. All 
whirl-like markings get out of shape, and fuse. The blue patch near the tail of hindwing changes 
darkish brown. 

Precis iphita ab. gynaiensis nov. 8 Upperside darkish black areas in submargin as well as 
central part very indistinct, the submarginal lines of eye spots in hindwing on both sides 
vanish. 

Precis iphita ab. pullus nov. 8 Upperside the submarginal line of the obscure light patches 
on both wings. Underside on both wings, ground colour yellowish grey, large irregular reddish 
brown mark near the base. 

Precis almana asterie ab. inauditus nov. 9 Upperside forewing, two small eye spots near apex 
degenerate into slight black specks, the submarginal dark zigzag line moves towards the base. 
Hindwing two central eye spots fuse, the whitish speck in each eye spots vanishes, the 
submarginal dark zigzag line moves towards the base. Underside, two small eye spots near apex 
on forewing as well as central two large eye spots on hindwing degenerate. 

Precis almana asterie ab. fluentis nov. 5 Upperside forewing, reddish ground colour extends 
to outer margin, the eye spot in interspace 2 disappears. The black markings also eye spots 
near apex almost lost. Hindwing very melanic, central eye spot somewhat degenerate, the eye 
spot near outer margin interspace 2 not so distinct. Underside black marginal and submarginal 
lines of both wings, eye spot near apex evanish. The darkish brown colour in the eye spots in 


interspace 2 on both wings, also in central part change to same yellowish brown as ground 
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colour. 

Precis almana asterie ab. liquefactus nov. 8 Upperside the most part of both wings darkish 
brown, the marginal, and submarginal black lines disappear, marginal area greyish yellow, eye 
spots very indistinct. Underside the base, fore marginal area and apex of forewing almost 
darkish black. Each eye spots of both wings degenerate, the central whitish band very obscure. 

Sephisa chandra androdamas ab. scurrae nov. 6 Upperside forewing, the line of white 
patches, outside of large red marks, 3 obscure light white spots almost vanish. Hindwing the 
central narrow red markings fuse, or about to fuse with the submarginal red markings. 
Underside, the white spot near the base vanishes, the central red marking somewhat reduces, the 
line of white spots, pale spots, outside of it smaller. Hindwing, submarginal red marking fuses or 
about to fuse with the central red marking in each interspace, but the red marking in discoidal 
cell splits in half two. The line of blue markings very remarkable. 

Euthalia formosana ab. nugatoris nov. 9  Upperside, the central yellowish white band of 
forewing very narrow, its concolour not clear. Hindwing, the central yellowish white band 
disappear, the submarginal area light blue greyish. The light band near outer margin in normal 
form lost. Underside, the discoidal cell of forewing darkish except for 2 rings. The central 
yellowish white band of hindwing blackish blue, its outline very fade, but only the both sides of 
each vein light, the line of darkish black markings evanish. In Mr. T. SHIMONOYA'S collection, 


another more complete specimen is preserved. 





四国 沖ノ島 及び その 周辺 の 島 で アマ ミウ ラナ ミ 
LH Sy PAT RSD TREE 


井 上 宗 ニッ 


Capture of Nacaduba kurava and Hypolimnas misippus in Shikoku 


By Son INoug 


私 の 勤務 する 平安 高等 学校 の 生物 クラ ブ で は 毎年 夏季 休暇 を 利用 し て 鳥山 の 生物 相 の 研究 を 続け て いる が 
1960 年 は 高知 県 宿毛 市 の 沖ノ島 と その 周辺 の 島々 を その 対象 と し て 7 月 24 日 か ら 8 月 8 日 の 間 , 調査 , 採集 を 
っ た . その 結果 , 沖ノ島 及び その 周辺 の 渡島 し た 三 つ の いずれ の 島 で も アマ ミウ ラナ ミ シ ジ ミ Nacaduba 
kurava septentrionalis SHIROZU を 次 の よう に 16 頭 採集 し た . 四国 地方 か ら の 最初 の 採集 記録 と し て 報告 する . 
柏島 24. VII 18: 沖ノ島 26. VI 288, VII. 29286, 30. VII 288 19, 5. VIIL 18; HERE 
2. VII 28 3; 姫島 3. VIII 58 3 

と の 種 の 食 餅 種 と され て いる モク タチ バナ は これ ら の 島々 に 普通 に 見 られ , 発生 を 続け て 来 た 可 能 性 も 考え ら 
れる が , と の 発生 が 本 年 の み の 現象 で ある こと も 考え ね ば な ら ぬ の で , 土着 種 と きめ る に は な お 今後 の 調査 を 必 
要 と し よう . これ に つき 御 教 示 を 得 た , 九州 大 学 白水 隆 先 生 に 感謝 の 意 を 表し ます . 

な お , 8 月 2 日 , 鵜 来 島 に て メス アカ ムラ サキ Hypolimnas misippus LINNE 13 を 採集 し た . 迷 蝶 採集 の 1 
例 と し て 報告 し て お く ・ 











, 
fT 


























1) 京都 市 上 京 区 寺町 今出川 下 ル 





NII-Electronic Library Service 


